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（１）九州北部豪雨災害復旧・復興推進計画について及び「九州北部豪雨災害に係る重要な緊

急課題に対する要望・提言」対する対応状況等について、執行部から報告を受けた。

９ その他必要な事項

な し
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議事課委員会班 主任 木付浩介

政策調査課調査広報班 主査 後藤仁美



文教警察委員会次第

日時：平成２９年９月８日（金）本会議終了後

場所：第２委員会室

１ 開 会

２ 教育委員会関係

（１）九州北部豪雨災害復旧・復興推進計画について

（２）「九州北部豪雨災害に係る重要な緊急課題に対する要望・提言」に対する対応状況等に

ついて

（３）その他

３ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

元吉委員長 ただ今から文教警察委員会を開

きます。

執行部の皆さんは、行事等がある中お集ま

りいただき、ありがとうございます。

また、九州北部豪雨から約２か月がたちま

したが、発災直後からこれまでの対応に心か

ら感謝申し上げます。

さて、その豪雨災害については、先般、県

の復旧・復興推進計画が発表され、また、本

日の本会議に、復旧・復興に向けた補正予算

が上程されました。

本日の委員会では、策定された復旧・復興

推進計画及び８月３日付けで議会から提出さ

せていただいた緊急課題に対する要望・提言

に対する取組状況の説明を求めたいと思いま

す。

それでは、次第の（１）と（２）を一括し

てお願いします。

工藤教育長 ひとこと御挨拶を申し上げます。

元吉委員長を始め、委員の皆さま方には常

日頃から教育行政の振興にいろいろと御助言、

御指導いただいております。この場をお借り

いたしまして改めて感謝を申し上げます。

本日の委員会では、去る７月の北部豪雨災

害の復旧・復興推進計画、また、議会から提

出いただきました重要な緊急課題に対する要

望・提言についての現状・今後の取組方針な

どについて説明、報告申し上げたいと思いま

す。

各事項につきましては、それぞれ担当課室

長から説明申し上げますので、どうぞよろし

くお願いいたします。

能見教育改革・企画課長 それでは、平成２

９年７月九州北部豪雨災害「復旧・復興推進

計画」について御報告いたします。

お手元の復旧・復興推進計画を１枚おめく

りいただきまして、目次のページを御覧いた

だきたいと思います。

７月５日に発生した九州北部豪雨の復旧・

復興に向けて、大分県水害対策会議を立ち上

げ、度々被災市と意見交換を行い、被災現場

の状況把握に努めてきたところでございます。

このように被災市と連携し、また現場に応じ

た具体的な取組を復旧・復興推進計画として

取りまとめたところでございます。

それでは、このうち教育委員会に関係する

部分について御報告いたします。

１３ページをお開きください。

教育施設・文化財等の復旧・復興について

御説明いたします。

まず、１の学校施設・教育の復旧・復興に

ついて御説明いたします。

学校施設において大きな被害を受けたもの

は、県立学校が１校、市町村立学校が小学校

１校、中学校１校の２校であります。

県立学校では日田林工高校の演習林におい

て土砂流出等の被害が発生しております。演

習林までの林道においても橋りょう流失等の

被害があり、その復旧後に対応する予定とし

ております。

演習林では下刈り実習等が予定されており

ましたが、５年前の災害時の対応を参考とし

て、日田市などと協議し、代替場所を確保し、

授業を行うことができるようにしております。

市町村立学校は日田市立小野小学校と大明

小中学校です。なお、大明小中学校は施設一

体型の小中一貫校でありますけれども、ここ

では中学校として分類しております。小野小

学校の被災状況は委員の皆様に視察いただい

た際に御説明があったと思いますけれども、

床下浸水や受電用機器の浸水による停電等の

被害が発生しました。現在、その復旧に取り

組んでおり、今月中に復旧する予定となって

おります。大明小中学校につきましては、グ

ラウンドへ流木や土砂が堆積する被害が発生

いたしました。その除去作業は８月２４日に
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完了したところでございます。

次に、被災した児童生徒への支援につきま

しては、まず心のケアとして、スクールカウ

ンセラーを小学校６校、中学校２校の８校へ

延べ１４名を派遣し、２１５名の児童生徒に

対するカウンセリングを行っております。

また、今回の災害で教科書、学用品をなく

した児童生徒がおりましたので、それぞれ給

付しております。これについては７月補正で

対応したところです。

その他としましては、被災により、日田市

立小野小学校と戸山中学校が１学期の終業式

及び２学期の始業式を早めております。また、

戸山中学校では、夏休み期間中に授業日を設

定し、授業時数の確保を行っております。

ＪＲ日田彦山線の一部が不通になりました

ので、ＪＲ九州による代行バスの運行が開始

されるまでの間、沿線の高校生に対する緊急

の通学支援として、ジャンボタクシー等を借

り上げ、７月１２日から２８日までの平日１

２日間、延べ４４台運行いたしました。対象

者は日田市内の高校に通う生徒２５名で、期

間中延べ２４８名が利用したところでござい

ます。当該支援に係る経費は被災生徒の就学

の機会を速やかに確保するため、既決の予算

で対応したところです。

次に、２の社会教育施設・文化財の復旧に

ついて御説明いたします。

社会教育施設につきましては、日田市の西

有田公民館で駐車場の舗装が一部流出し、複

合文化施設ＡＯＳＥ（アオーゼ）では一部床

上浸水の被害がございました。体育施設につ

きましては、財津町スポーツ広場のグラウン

ドに流木や土砂が堆積する被害が発生したと

ころでございます。社会教育施設は１０月ま

でに、体育施設は今年度中に復旧予定となっ

ております。

次の１４ページをお開きください。

文化財につきましては、国指定文化財が１

１件、国登録文化財が４件、県指定文化財が

２件被災しました。それぞれについて、関係

機関や所有者と調整し、早期復旧に努めます。

特に国重要文化的景観「小鹿田焼の里」で被

災した窯などの文化財については、国庫補助

を活用し、復旧に向けた支援を行うこととし

ております。当該予算は本日提案させていた

だいた９月補正予算案に計上しております。

教育委員会に関係する部分は以上でござい

ます。

今後は、この計画に基づき、関係部署が連

携するとともに、国や被災市と協力して、迅

速な復旧・復興に向けた取組を着実に推進し

てまいります。

また、今回策定した計画内容については、

今後の復旧状況に応じて随時見直すとともに、

大分県水害対策会議が進捗管理を行うことと

しており、この計画に基づき、国や被災市町

と協力して、迅速な復旧・復興に向けた取組

を着実に推進してまいります。

宗岡学校安全・安心支援課長 次に、文教警

察委員会から御提出いただいた緊急課題に対

する要望・提言について、項目別に御説明い

たします。

まず、児童生徒に対する支援について、心

のケア及び通学支援のこれまでの取組状況に

ついて御説明します。

心のケアにつきましては、日田市教育委員

会からの要請を受けまして、７月１１日から

１９日までの５日間で延べ１４名のスクール

カウンセラーを緊急派遣し、小学校６校と中

学校２校で計２１５名の児童生徒のカウンセ

リングを実施しました。

避難児童生徒の通学につきましては、８月

７日付けで各市町村教育委員会あてに区域外

就学制度の活用についての通知を発出し、保

護者の申立てにより区域外就学が可能である

旨を示したところです。

児童生徒の状況としましては、小野小学校

の児童が８月２５日付けで市内小学校に転校

したケースがあります。また、大明小学校の

児童で、現在区域外から通学している児童が

１１月に市内の小学校へ転校する予定との情

報も得ております。豪雨被害により本来の自

宅から通学ができない児童生徒は８月末現在
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で１６名、そのうち区域外からの通学となっ

ている児童生徒は１２名となっております。

今後の取組方針を御説明します。

心のケアにつきましては、今後のケアが必

要と考えられる児童生徒は、学校と連携して

児童生徒の変化を注視するとともに、必要に

応じてスクールカウンセラーがカウンセリン

グを実施することとしております。

通学支援につきましては、区域外就学等の

制度活用により、児童生徒、保護者が望む形

の支援となるよう、市町村教育委員会と連携

して取り組んでまいります。

続きまして、地域の避難拠点となる学校へ

の物資備蓄・環境整備について、これまでの

取組状況を御説明します。

現在、市町村立学校で指定避難所となって

いる校数は全３９３校中３３３校で、備蓄物

資のある校数は、このうち１１２校となって

おります。また、県立学校で指定避難所とな

っている校数は５７校中３１校で、備蓄物資

のある校数は１０校となっております。

今後の取組方針としまして、県では、昨年

度、災害時備蓄物資等に関する基本方針を作

成し、県及び市の具体的備蓄目標量を定め、

適切な備蓄に努めることとしております。備

蓄場所については、分散備蓄を基本としてい

ますが、市町村の判断により、地域の実情に

応じて避難所やその他の備蓄倉庫に保管する

こととしております。特に日田市では、今回

の被災状況を踏まえ、孤立した小野地区の指

定避難所である小野小学校への飲料、食料等

の備蓄を早急に実施する予定としております。

県教育委員会としましては、市町村が避難

所として指定した小中学校のうち、過去に災

害が頻発し、また、地形上発生が予想される

地域にある学校に、物資の備蓄や生活用品等

の早期供給が可能となる体制整備を関係部局

と連携して検討するよう市町村教育委員会へ

要請してまいります。また、県立学校の備蓄

につきましても、関係部局と協力し、関係市

と協議したいと考えております。

佐藤文化課長 続きまして、文化財の早期復

旧に向けた支援について、これまでの取組状

況を御説明します。

小鹿田焼につきましては、８月７日から８

日に文化庁の担当者２名が来県し、県教育委

員会、日田市教育委員会の担当者とともに調

査並びに復旧に向けた協議を実施いたしまし

た。また、小鹿田焼の復旧に向けて、商工労

働部や西部振興局、日田土木事務所と連携し

て支援を検討しているところでございます。

また小鹿田焼以外の文化財の被災状況です

が、主なものとしまして、国指定文化財の日

田市豆田町重要伝統的建造物群保存地区、史

跡廣瀬淡窓旧宅及び墓、重要文化財草野家住

宅など５件が床下浸水等により汚泥等が堆積

する被害が発生いたしました。うち４件につ

いては、ボランティアの御協力などにより汚

泥等の堆積物の除去が完了しています。残り

の１件、行徳家住宅につきましては、日田市

が今後除去を予定しているところです。次に

史跡ガランドヤ古墳では、整備盛土が崩落し

たため、既決事業費を組み替えて復旧に着手

しております。また名勝耶馬渓の山国川筋の

景等で発生した多数の護岸破損等については、

中津市と中津土木事務所が復旧に着手してい

るところです。

県指定文化財では、史跡石坂石畳道で発生

したのり面の崩落について、日田市が再整備

に着手しています。

なお、小鹿田焼に関する今後の取組方針と

しましては、唐臼につきましては、小鹿田焼

の陶芸活動の根幹を成すものであることから、

文化庁の既決事業費を組み替えて対応するよ

う予定しております。土掛け窯と土蔵につき

ましては、小鹿田焼の里の重要な構成要素で

あるため、文化庁の事業を災害復旧事業とし

て新規に要求する予定としております。なお、

文化財とはなっていない鉢臼や唐臼小屋等に

つきましては、商工労働部や企画振興部の事

業を活用して復旧支援するよう予定しており

ます。

姫野高校教育課長 続きまして、ＪＲ久大本

線・日田彦山線の復旧等について、これまで
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の取組状況を御説明します。

ＪＲ久大本線及び日田彦山線につきまして

は、県から国及びＪＲ九州に対して早期運行

再開を要望した結果、久大本線については、

平成３０年夏までに復旧予定と発表があった

ところでございます。

県教育委員会では日田彦山線の運休に伴い、

延べ４４台のジャンボタクシー等を借り上げ

ました。７月１２日から２８日までの１２日

間で、延べ２４８名の生徒が利用しておりま

す。

現在は、ＪＲ九州が代替輸送を確保したこ

とに伴い、日田市内県立高校３校の通学に支

障はございません。

今後の取組方針としましては、引き続き関

係部局と連携してＪＲ九州等へ早期復旧につ

いての要望を行う予定としております。

元吉委員長 ありがとうございました。

説明は終わりましたが、委員の皆さんから

質疑・御意見等ございませんか。

阿部委員 たくさんあると思うんですが、私

から一つだけちょっとお聞きしたいんですが。

今回の日田、中津の水害で学校施設が避難

所――さっき説明で小野地区の学校がという

ことがあったんですが、今回はどういう状況

だったんですか。ちょうど夏休みの期間に入

っていたのかなと思うんですが、何件ぐらい

学校施設を避難所としたのか、それともなか

ったのか、それから期間的にはどうであった

のか、そこをまず最初に教えてもらえないで

すか。

能見教育改革・企画課長 まず、日田市にお

きましては、豪雨災害が発生しまして、７月

６日が一番避難者数が多かったわけですけれ

ども、その７月６日で申しますと、学校施設

で避難所になりましたのが１６校で、５０９

名の方が避難していたという状況です。その

うち、県立学校は日田林工高校の１校で、４

２名の方が避難されました。日田市の学校施

設で最も長く避難所が開設されておりました

のが、大明小中学校ですけれども、８月１０

日までに閉鎖されています。

それから、中津市につきましては、同じく

７月６日が最も避難者数が多かったわけです

けれども、計４校の小中学校に１４０名の方

が避難されていたということでございまして、

三郷小学校が最も長く開設されておりました

けれども、７月８日までに閉鎖をされており

ます。

阿部委員 夏休み期間とちょっとダブりがあ

ったわけですね。言わんとするのは、今の文

章にありましたように、学校施設は、避難所

という位置付けで造られているわけではなく、

やはり子どもたちの教育機関、教育施設とし

て造られているわけですよね。しかし、こう

いう災害が、突発的なことが起これば、安全

な地域ということで避難所の設定に、これは

予期せぬことなんでね、最初からそういうこ

とを前提にはしていないとは思うんですが、

ただ、先ほど最後の方に地形上災害が予想さ

れる地域と、また日田には５年前に一度水害

もありましたし、そうなったときに、やはり

この地域はよくそういう災害で避難場所にな

る、昨日の雨みたいに気象変動でどんどんな

ってくると、そういうことを予想しておかな

きゃならないような事態に今なってきておる

んではないかなと思うんですよね。

そうしたときに、やはり先ほど備蓄という

ことがありました。これは当然すべきことで

すが、避難する人たちが急に集まってくる、

そういうときにやはり避難者に対しての環境

整備も考えていかなきゃならんと思うんです

よね。今日のテーマは、生徒にどういう影響

を与えたかということで、一つには、学校施

設で避難者がずっと１か月も２か月も長期化

したときにはその施設が使えなくなるわけで

すから、ここのところは子どもたちの教育施

設としての影響が出てくるわけですし、子ど

もたちは身近に避難者と接しなきゃならんわ

けですから、いい点もあるかもしれませんが、

マイナス面も出てくると思うんです。そうい

うことも想定して考えなきゃならん。そして

もう一つは、やはり避難所になった教育施設

を、避難者に対しての配慮というのも考えて
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いかなきゃならんと思うんですよね。特に、

我々もよく耳にするのは、トイレの問題です

よね。例えば、避難用に体育館のトイレを造

っているわけではないので、ところが、そこ

に何百人も入ったら、もうトイレが使えなく

なる。そうすると、学校施設の教室のトイレ、

各階にもあるとすれば、そういうトイレまで

開放せざるを得んと思うんですよね。そうい

うところも想定されておられるのかどうか。

やはり今後は他の部局、災害担当ですから

生活環境部じゃないかと思うんですが、そう

いうところとも横断的に話をしながら、避難

施設になるところにはやはりトイレの施設の

増設とか、そういうところも併せて要求をし

ていく必要があるんじゃないかなという思い

がするんですが、この２点についてはどうで

しょうかね。

どうですかと言ったって、今答えられるこ

とじゃないと思いますので、そういうことも

できれば念頭に置きながら、今後の展開も考

えていただきたいなという要望でもう結構で

す。

森﨑教育財務課長 避難所につきましては、

委員の言われるとおり、一気に来たりします。

市が簡易トイレを用意したりとか、基本的に

はそういう運営をしていくという形にはなる

んですけれども、我々としても、例えば避難

階段を造ったりとか、できるだけ避難所にな

るところについては、そういう設備を設ける

というような形にはしています。今後とも整

備していきたいと思います。

阿部委員 そういうところも併せて、要望と

しておきます。

工藤教育長 今、委員からは今回、それから

昨年の地震もありましたし、５年前もまた同

じような水害があったということで、今の御

要望の趣旨としては、教育施設と避難所機能

と、これは両立する形をきちっと造っていく

必要があるんじゃないかという御指摘だと思

うんですけれども、確かにその点が大きな課

題になると思います。

例えば、今回の小野地区について言うと、

それでもう全て安心という状況にはならない

わけですね。今回の水害のときに、逆に小学

校に固まってしまうと危険という事態もあり

得るわけで、かといって、あの地区に他に安

全な場所を設けるのは難しいというような、

いろんな状況がございますので、そういった

ところも含めて、主には市町村の学校が避難

所にたくさんなるわけですけれども、そこら

辺についても、もう一度学校の安全・安心と

避難所としての機能等をどう調整していくか

ということは、市の教育委員会も含めてきち

んと整理をしていく必要があるというのは今

回我々も考えたところでありまして、今、森

﨑課長が言いましたけれども、県立学校にお

いてまた必要なものがあれば、その点につい

ても関係部局とよく話をしていきたいと思っ

ているところであります。

阿部委員 ややもすると、すぐ思い付く場所

に来てしまうという嫌いがずっとあるんで、

それはそれでやむを得ないんでしょうけど、

もう一方で、ここの部局じゃないですけど、

やはりそういう公民館の位置付けだとか、公

民館の設備とか、そういうところであれば、

学校施設、教育施設とは別に、やはり避難と

いう前提で物を考えられる部分が強いと思い

ます。そういうところは当然進めていかなき

ゃならんと思いますが、学校施設も当然出て

くる対象地域や対象施設になりますので、こ

れはどこで起こるか分かりませんけど、よろ

しくお願いします。

馬場委員 関連して、２ページのところで物

資の備蓄や生活用品等は早期に供給できる体

制整備を関係部局と協議すると。私も７月６

日の朝、山国にちょうど伺ったときに、三郷

小学校のところの国道２１２号がやられて、

そしてかなり夜降って、５日は、あの辺りは

車が通行できない、ストップが掛かっていて、

あそこを通る方が学校に避難されてきている

ようなこともありました。かなりたくさん来

られていたので、物資を運ぶということがな

かなか足りなくて、ただ、中津日田道路がで

きていたので、本所とはそこで通れていたみ
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たいなんですけれども、５年前もありました

し、学校の中では避難所として指定されてい

る学校、されていない学校あると思うんです

けれども、ある程度、今までかなり避難所と

して多くの方が来たような学校などについて、

ある一定程度の備蓄を学校自体でもしておく

ということが必要かなと思うんです。近くに

あればいいんですけど、かなりその学校から

遠いところから運んでくるとなると、運ぶ道

路が寸断されたり、できないような場合も考

えられるので、ある一定の量を学校でも備蓄

をした方がいいのかなと思うんですけど、こ

こは供給できる体制ということを書かれてい

るんですけど、それはある一定運んでくると

いうことをイメージしているのかなと思うん

です。その辺はまた、要望なんですけど、防

災の部局との連携も含めてした方がいいんか

なと思いましたが、いかがですか。

宗岡学校安全・安心支援課長 今、委員おっ

しゃるとおりでありまして、市町村が学校に

備蓄している数としては把握しているんです

けれども、市町村と協議をして、公立の学校

の備蓄品まで把握していないんですが、ここ

で書いているのは、過去に水害が多かった、

発生したところに対する最低限の備蓄品、そ

れも市町村と協議しながら、防災部局と協議

しながら置いていただきたいということと、

つまり道が通れなくなったときには供給でき

ないということもありますので、そこら辺の

ところを協議していきたいと。

市町村についてはハザードマップで災害が

予測される学校を把握しているんですけれど

も、ただ、今回の水害で市町村においてはハ

ザードマップも見直すということもあります

ので、そこら辺も含めまして、市町村と学校

の立地条件を含めて協議していきたいと思い

ます。

森委員 この前調査させていただいたときに、

学校で話に出たのが、やっぱり日田も暑いと

ころであるので、避難したときにとにかく体

育館が暑かったと。冷房があるのは２階以上

の部屋で、そこに皆さんで体調の悪い方とか

高齢の方を抱えていったとかいうようなお話

も聞きました。今回の要望・提言の中に、備

蓄の話も出ましたけれども、冷暖房設備や防

災備蓄用畳等が早期に供給される体制整備を

ということも示しているんですが、説明の中

では、反映状況等には説明がなかったので、

今後どういった方向で考えられているのかを

教えていただければと思います。

森﨑教育財務課長 高校の場合は、日田林工

が今回避難所になりました。日田林工の場合、

やはり体育館だったので暑いということで、

スポットクーラーと言いまして、本当に持ち

運びができるクーラー、それを５、６台入れ

て冷やしたというような状況でございます。

それは市が避難所の運営という中で入れると

いう形になりましたので、できるだけそうい

うものを使いながら、暑いときは冷やしてい

くという形を取っていきたいと思っておりま

す。

森委員 そのスポットクーラーがほとんどき

かなかったというのが現場の状況だったよう

ですので、その辺を今回の提言の中にも入れ

ているので、現状をきちんと把握していただ

けばと思います。

藤田委員 ４ページにありますＪＲの不通区

間の代行バスの件なんですけれども、現状、

新学期も始まりましたけれども、実際にこの

３校に代替バスを使って通学されている生徒

が何名おられるのか、若しくは保護者の方が

送迎をしているケースとか、若しくは引っ越

しているケースとか、いろいろ想定されるん

ですけれども、現状どのようになっているの

かというのを把握されていればお教えいただ

きたいです。

姫野高校教育課長 今、日田彦山線の代替バ

スの件で、東峰村から１６名の子が利用して

通っております。併せて、夜明の子どもたち

についても、正式には、そこの代行バスを使

ってというのは今現在は把握しておりません

けれども、合わせて３０人近い生徒が利用し

ておる状況であります。逆に、日田駅からバ

スを使う日田三隈の生徒たちが約４０名いる
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という状況で、そういった子どもたちに対し

て、また引き続き、見ていきたいと考えてい

るところです。

藤田委員 要望・提言の中で、バス代行輸送

になった関係で、部活ができないとか、親が

送らなければいけないとか、そういうことも

あるので、実態を踏まえた上でダイヤ改善に

ついてＪＲに要請をしてほしいという内容が

盛り込まれているんですけれども、今後の取

組方針で、早期復旧についての要望しか上が

っていないんですけれども、８月ということ

になると、来年度の新入生も対象になってく

るので、できれば実態を見ながら、その辺の

バス路線のダイヤについても要望していく必

要があるんじゃないかと考えるんですけれど

も、いかがでしょうか。

姫野高校教育課長 バスの対応につきまして

は、関係部局からＪＲ九州等と連携を取りま

して、特に日田三隈が日田駅からバスという

ところで始業時間等の課題はございますが、

現在については、これについても解消できて

いる状況となっております。引き続き、生徒

たちの状況については、私たちも見ていきた

いと思います。

元吉委員長 ちょっと教育長に是非お願いし

たいんですけど、今、森委員から話が出まし

た冷房、エアコンの件ですけど、この前伺っ

た小学校も二つのエアコンのある部屋に避難

させたということなんですけど、例えば、体

育館に避難した場合に何がストレスかという

と、やっぱり蒸し暑さ、これが最高の避難者

のストレスだと思うんですよ。財政も厳しい

というか、予算も掛かるでしょうけど、移動

式のエアコンというのがあると思うんですよ。

そういうのを是非、部局全体で話していただ

いて、県で保管すると。そういうときに持っ

て行けるように、やっぱり特に豪雨災害は暑

い時期がほとんどなんで、食料がないよりも

何よりつらいのは、やっぱり暑さだと思いま

す。そういった意味で、ストレスが一番たま

るという原因にもなりますので、そこは何と

か早々一遍に５か所も１０か所も災害という

のはないと思うんですけど、体育館全体じゃ

なくてもある程度冷やせるというような移動

式の冷房機というのを是非、県でそろえてい

ただいたらいいんじゃないかなと思います。

もしそういうのがあれば、災害じゃなくて

も体育館で何かするとき、要るときにも使え

ますし、是非そこら辺は考えていただかない

と、たまたま少人数で教室に避難できたから

いいと思うんですけど、夏に体育館へ避難す

るというのは地獄のような状況だと思います。

寒い分は着ればいいんですけど、暑い分はど

うしようもならんので、是非検討いただきた

いということを要望しておきたいと思います。

吉冨副委員長 心のケアについてのことなん

ですけど、お父さんが亡くなったというお子

さんもいましたし、災害に対して子どもたち

の心のケアがどうなっているかということを

今、その中でのお答えでは生徒指導員等で対

応するということになっていますけれども、

今現在、どのような情報が入っているのかだ

けをちょっと教えてもらいたんですけど。

宗岡学校安全・安心支援課長 現在でありま

すけれども、実は災害が起こりまして、カウ

ンセリングを先ほど言った回数行ってきまし

た。８月８日にカウンセリングを行ってきた

記録と、それとカウンセラーさんの意見を聞

いて、１８名の児童生徒が継続してカウンセ

リングが必要であるということを判断しまし

た。

その子どもさんにつきましては、一定期間

置いて、始業式の日に再度カウンセリングを

行うということでお訪ねをしましたけれども、

現状、心身、体調に、その時点では重篤ある

いは問題があるというお子さんはいないとい

う判断をしています。

ただ、今後、委員の皆さん方の御指摘のよ

うに、期間がたった後にまた不安になるとい

うこともあると思いますので、学校配備のス

クールカウンセラー、あるいは本課にいる臨

床心理士、あるいは日田市が２名雇用してい

ますカウンセラーとも連携しながら、すぐに

カウンセリングできる体制を整えています。
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それと、もう一つは定期的に心のアンケー

トを日田市内の全ての子どもたちに取るよう

にということで、日田市の教育委員会にお願

いをしています。それを基にして、変調があ

った子どもにつきましてカウンセリングしよ

うという、そういった心理カウンセリングで

ございます。

吉冨副委員長 ７月５日にあった大災害から

一月以上、二月たっているんですけれども、

その間にも頻繁に小野地区とかは大雨の避難

指示というのが相当出ているんですね。です

から、その度に子どもたちの心がどうなって

いるのかというようなものが心配になったも

のでお伺いしたんですけれども、そういう部

分に対してはどのような答えが返ってきてい

ますか。

宗岡学校安全・安心支援課長 子どもにカウ

ンセリングした回答の中で、雨を見るとあの

ときを思い出すというようなこと、それから

寝付きが悪いとか、すぐ目が覚めてしまうと

いったことも聞き取りでありますので、そう

いうところの子どもたちにはしっかり対応し

ていく。現状、学校配備のカウンセラー、あ

るいは日田市でスーパーバイザーといって、

機動的に動けるカウンセラーがおりますので、

これを使ってやっていくということで確認し

ています。

元吉委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

元吉委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れをもちまして本日の委員会を終わります。

お疲れさまでした。


